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作業工程計画書
実技課題「曲げ加工を利用したＴＩＧ溶接によるステンレス圧力容器の製作」

	入所月
	番号
	氏名

	平成　　年　　月入所
	
	


	
	
	作業工程（標準）
	ポイント（留意事項等）
	使用機器又は工具

	準備
	1
	作業準備
	
	

	材料加工
	2
	図面から必要となる材料の算出
	
	

	
	3
	シャーによる切断
	
	

	
	4
	プレスブレーキによる曲げ加工
	
	

	
	5
	ボール盤での穴あけ
	
	

	溶接作業
	6
	タック溶接
	
	

	
	7
	本溶接
	
	

	試験
	8
	水漏れチェック
	
	

	
	9
	水圧試験
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「ポイント（留意事項等）」の欄に下記に並べる語句を選択し番号を記入せよ。
①溶接順序を検討する。溶接姿勢に注意し作業を行なう。
②水圧試験用の穴をあける。バリ取り作業を行う。
③仮付け箇所を検討する。図面どおりの位置で組立てられているか確認。
④何枚のパーツが必要となるのか、幅や長さ、曲げ伸び量を計算・算出する。
⑤必要となる分だけ長さをセットし切断する。切断ひずみを修正する。
⑥少しずつ圧を掛け、圧力計で確認していく。最高値を記録。
⑦確認のため曲げる箇所にケガキ線を入れる。必要となる分だけ長さをセットし曲げ加工を行なう。
⑧水を張り周りをふき取った上で、漏れていないか確認。
⑨作業場所の確認、整理　使用機器の確認、整備　工具の確認、整備　材料の確認。
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｢使用機器又は工具｣の欄には下記に並べる図を選択し番号で記入し、また機器名又は工具名も記入せよ。
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訓練生配布用
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